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（百万円未満切捨て） 
１．１９年３月期の連結業績（平成１８年 ４月 １日～平成１９年 ３月３１日） 
(1)連結経営成績                               （％表示は対前期増減率） 
 売 上 高     営業利益 経常利益 当期純利益 

 百万円    ％ 百万円    ％ 百万円    ％ 百万円   ％ 
19 年３月期 
18 年３月期 

464,673  △4.2 
484,958  △1.2 

7,420 △10.4 
8,280 △39.0 

8,999 △ 8.5 
9,835 △34.0 

3,809 △36.2 
5,972 △ 5.2 

 

 
１株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益        

自 己 資 本 
当期純利益率 

総 資 産 
経常利益率 

売 上 高 
営業利益率 

  円 銭  円 銭 ％ ％ ％ 
19 年３月期 
18 年３月期 

11.92  
18.66  

―   
―   

1.5   
2.7   

1.4   
1.6   

1.6   
1.7   

(参考) 持分法投資損益       19 年３月期  ― 百万円  18 年３月期  ― 百万円 
 
(2)連結財政状態 
 総 資 産      純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円  銭 
19 年３月期 
18 年３月期 

672,784   
653,804   

254,029   
243,974   

37.3   
37.3   

785.01   
763.17   

(参考) 自己資本       19 年３月期  250,841 百万円  18 年３月期  ― 百万円 
 
(3)連結キャッシュ･フローの状況 

 営 業 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

投 資 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

財 務 活 動 に よ る          
キャッシュ・フロー 

現金及び現金同等物 
期 末 残 高          

 
 

百万円 百万円 百万円 百万円 
19 年３月期 
18 年３月期 

1,093   
8,269   

△8,509   
△6,625   

△7,504   
△6,620   

54,280   
69,168   

 
 
２．配当の状況 
 １株当たり配当金 配当金総額 

(年間) 
配当性向 
（連結） 

純資産 
配当率 
（連結） （基準日） 中間期末 期末 年間 

  円 銭  円 銭  円 銭 百万円 ％ ％ 
18 年３月期 
19 年３月期 

―   
―   

7.00  
7.00  

7.00  
7.00  

2,252  
2,251  

37.5  
58.7  

1.0  
0.9  

20 年３月期 
（予想） ―   7.00  7.00   42.2   

 
 
３．２０年３月期の連結業績予想（平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日） 

（％表示は、通期は対前期、中間期は対前年中間期増減率） 
 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり 

当期純利益 
 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％ 円  銭 

中 間 期 
通    期 

175,000 17.9 
466,000  0.3 

△2,000  －  
8,700 17.2 

△1,500  －  
9,500 5.6  

90 △91.6 
5,300  39.1 

0.28  
16.59  

 
 

当資料では「当社の連結子会社における不適切な会計処理に関する調査結果等について」
（平成24年2月13日公表）に基づいた訂正を行い、その内容を反映しております。
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４．その他 
(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無 
 

 
(2) 連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（連結財務諸表作成のための基本と
なる重要な事項の変更に記載されるもの） 
① 会計基準等の改正に伴う変更  有 
② ①以外の変更   無 
(注)詳細は、19 ページ「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」をご覧ください。 

 
(3) 発行済株式数（普通株式） 

①期末発行済株式数（自己株式を含む） 19年３月期 322,656,796株 18年３月期 322,656,796株 
②期末自己株式数  19年３月期  1,027,365株 18年３月期   882,110株 
 (注) 1 株当たり当期純利益（連結）の算定の基礎となる株式数については、29 ページ「１株当たり情
報」をご覧ください。 

 
 
(参考)個別業績の概要 
 
１.１９年３月期の個別業績(平成１８年４月１日～平成１９年３月３１日) 
(1)個別経営成績                             （％表示は対前期増減率） 
 売 上 高     営業利益 経常利益 当期純利益 

 百万円    ％ 百万円    ％ 百万円    ％ 百万円   ％ 
19 年３月期 
18 年３月期 

438,543 △5.4  
463,526  0.3  

6,969 △12.2  
7,940 △35.7  

8,501 △ 9.8  
9,420 △31.1  

3,725 △26.9  
5,096 △16.1   

 １株当たり 
当期純利益 

潜在株式調整後 
１株当たり当期純利益        

 円 銭 円 銭 
19 年３月期 
18 年３月期 

11.58   
15.84   

―   
―    

(2)個別財政状態 

 総 資 産      純 資 産      自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円  銭 
19 年３月期 
18 年３月期 

642,935   
625,930   

244,536   
237,912   

38.0   
38.0   

760.31   
739.38   

(参考) 自己資本       19 年３月期  244,536 百万円  18 年３月期  ― 百万円   
２．２０年３月期の個別業績予想（平成１９年４月１日～平成２０年３月３１日） 

（％表示は、通期は対前期、中間期は対前年中間期増減率）  
 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 1株当たり 

当期純利益 
 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％ 百万円  ％  円 銭 

中 間 期 
通    期 

166,000 18.4 
440,000  0.3 

△2,400 －  
 7,500 7.6 

△1,700  －  
 8,500 △0.0 

140 △87.0 
5,000  34.2 

0.44  
15.55  

 
 
 
 

 

    

 

 

 

 
 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載した予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき当社が判断したものです。実際の

業績は、様々な重要な要素により、これらの業績予想とは大きく異なる結果となり得ることをご承知

おきください。なお、予想数値に関する事項は、添付資料の３ページ以降を参照してください。 



【連結】平成１９年３月期実績および平成２０年３月期通期見通し

戸田建設㈱（1860）平成19年3月期決算短信

建設事業
不動産事業等

　 売上総利益
（売上総利益率）
販売費及び一般管理費
（売上高販管費率）

営業外収支

（売上高経常利益率）
特別損益

税引前当期（中間）純利益
法人税等
少数株主利益

当期（中間）純利益
（売上高当期利益率）

■主要項目の前期比増減率

売上高
売上総利益

中間期

　0.3 　17.5

平成18年3月期 平成19年3月期
通期

8,280 8,700

1,555

2,006

484,958 466,000 175,000

9,835

5,972

34,899
(7.2)

9,500

6,010

△2,000

売上高

(1.7)(売上高営業利益率）

経常損益

474,127
10,830

営業損益
(5.5)

7,420
(1.6)

1,578

11,842

(2.0)

(5.5)

 △14.0

(1.1) (0.1)

　4.9  △12.2

3,809
(0.8)

 △ 1.2

26,619

(2.0)

(7.2)

△   25 200

2,000 2,000
500
360

11,500

(1.2)
5,300 90

6,000
50

8,999
(1.9)

△ 906
8,093
4,309

34,500
(7.4) (6.1)

(1.9)
800 500

(1.1)

 △ 4.2

実　　　績

 △ 5.8

11,469
32,890

(7.1)

△  140

（単位：百万円、％）

平成20年3月期

25,470

実　　　績
464,673
453,203 164,000

10,600

25,800 12,600

11,000

平成20年3月期

15,000

(△0.9)
△1,500

(5.5)

451,000

予　　　測 予　　　測
損益の状況

売上総利益
販売費及び一般管理費

営業損益
経常損益
税引前当期（中間）純利益
当期（中間）純利益

※－：前期もしくは当期の数値がマイナスの場合は前期比を算出していません。

換　算　差　額
増　　減　　額
期　首　残　高
期　末　残　高 69,168

平成18年3月期

通期実績

8,269
△6,625

73,909

営業活動によるＣＦ
投資活動によるＣＦ

平成20年3月期平成19年3月期

通期実績

1,093

 △ 5.2  39.1

△8,509

55,980

財務活動によるＣＦ △2,800△6,620

69,168

－235
△4,740

54,280

△7,504
34

△14,888 

通期予測

5,500

1,700
54,280

△1,000

 △91.4
 42.1  △77.0 △ 9.7

 △ 1.4
 △14.0

 17.2
　1.3 　 1.1
　4.9  △12.2

－
 △34.0 　5.6 △ 8.5

 △10.4
－

 △39.0

 △31.7
 △36.2

 △ 5.8
 △ 4.3

キャッシュ・フローの状況

３
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（単位：百万円、％）

建設受注高
（建築受注高）
（土木受注高）
不動産事業

※受注高のうち海外工事

建設売上高
（建築売上高）
（土木売上高）
不動産事業

※売上高のうち海外工事

売上総利益　
完成工事総利益
（建築工事総利益）
（土木工事総利益）
不動産事業

売上総利益率
完成工事総利益率
（建築工事総利益率）
（土木工事総利益率）
不動産事業総利益率
販売費及び一般管理費
（売上高販管費率）

平成20年3月期

1,433 1,951 3,000

　　　(6.7)
　　　(6.3)
　　　(7.9)
　　　(29.9)
24,266

23,075
7,359
1,772

　　　(6.9)

364,526
93,072

32,207
30,434

457,278
451,350

実　　　績

5,927

352,560
98,789
5,927

463,526
1,688

457,599

6,633

101,813

28,000

　　　(8.0)

20,000

11,500
　　　(5.3) 　　　(5.3) 　　　(6.9)

23,500

　　　(5.5) 　　　(6.1) 　　　(4.4)
　　　(5.4)

9,100

431,909 430,000 158,000

26,000
330,096

30

3,168 3,000 1,300
440,000

6,633 10,000 8,000

7,200

△2,400

　　　(5.5)

1,400
1,900

5,800

　　　(4.6)

　　　(23.8)

414,337 470,000 181,000

30,069
27,881

6,969 7,500

23,099

　　　(9.7)
　　　(33.0) 　　　(30.0)

営業損益
　　　(5.2)

7,940

　　　(6.5) 　　　(6.5)

9,889 8,000
2,187

　　　(6.9) 　　　(7.0)

受注高
407,703
325,586

売上高

31,000

100,000

438,543

17,992

3,000

173,000
140,000

460,000
360,000

100,000

8,000

166,000

330,000 132,000

10,000

予　　　測

82,116

予　　　測

通期 中間期
平成18年3月期 平成19年3月期 平成20年3月期

33,000

実　　　績

損益の状況

営業外収支

（売上高経常利益率）
特別損益

税引前当期（中間）純利益
法人税等

当期（中間）純利益
（売上高当期利益率）

■主要項目の前期比増減率

受注高
売上高
売上総利益
販売費及び一般管理費

営業損益
経常損益
税引前当期（中間）純利益
当期（中間）純利益

※－：前期もしくは当期の数値がマイナスの場合は前期比を算出していません。

1株当り配当金 7.0 円

平成20年3月期 平成20年3月期

7.0 円

平成19年3月期

 △17.5
 △16.1

 △35.7
 △31.1

　 0.3
　 0.3

通期実績 通期実績 通期予測

5,096
　　　(1.1)

7.0 円

 △ 0.7

1,479
9,420

　　　(2.0)
805

平成18年3月期

 △12.5

10,226
5,129

140
5,500

2,000

1,000

　　　(1.9)

 △ 6.6 　 3.1  △15.7

　 13.4  △ 3.2
 △ 5.4 　 0.3

300
160

△1,700
(△1.0)　　　(1.9)

700
(△1.4)

 △26.9 　 34.2  △87.0

8,501

3,725

 △24.7 　 36.3  △86.0

1,532

△ 797

8,500

2,000

5,000

　　　(1.7)　　　(1.7)

－

 △ 9.4

　　　(1.6)（売上高営業利益率）

7,704

経常損益

　　　(0.1)　　　(0.8)

 △12.2 　 7.6 －

　 18.4

 △ 4.8 　 1.7

中間期予測

　 2.7

 △ 9.8  △ 0.0

　　　(1.1)

10,500
3,978

４
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経 営 成 績 

 

（1）経営成績に関する分析 

 

① 当期の経営成績 

当期のわが国経済は、好調な企業収益を背景とした民間設備投資の増加に加え、個人消費、雇用

情勢に改善が見られるなど、景気の緩やかな回復が続きました。 

建設業界におきましては、製造業を中心に民間工事にやや明るさが見られたものの、官公庁工事

においては減少基調が続いていることに加え、低価格入札等の問題が発生するなど、全体としては、

前期に比べ一段と厳しい経営環境となっております。 

このような状況の中、当社グループの業績は以下のとおりとなりました。 

連結売上高につきましては、4,646 億円と、前期比△4.2％となりました。利益につきましては、

売上総利益率の減少により営業利益は 74 億円と、前期比△10.4％となり、経常利益は 89億円（前

期比△8.5％）となりました。 

なお、当期より、財務の健全性及び透明性を一層向上させるため、「棚卸資産の評価に関する会

計基準」を早期適用いたしました。これにより、販売用不動産等について評価損を計上し、当期純

利益は 38億円（前期比△36.2％）となりました。 

 

事業の種類別セグメントの業績は以下のとおりです。 

（建設事業） 

手持ちの工事量の減少もあり、完成工事高は 4,532 億円と、前期比△4.4％となりました。利

益につきましては、競争の激化により、完成工事総利益は 293 億円と、前期比△6.7％となり、

完成工事総利益率も 6.5％と、前期より 0.1 ポイントの減少となりました。 

なお、当社単体の建設受注高につきましては、民間工事（国内）が 2,827 億円、官公庁工事（国

内）が 1,217 億円となり、全体（海外含む）では 4,077 億円（建築 3,255 億円、土木 821 億円）

と、前期比△9.7％となりました。 

※ 受注・完成・繰越工事高（内訳）及び主な工事名につきましては、P35～P37 をご参照くだ

さい。 

（不動産事業等） 

建設以外の事業といたしまして、不動産事業等を営んでおり、売上高 114 億円、売上総利益 35

億円となりました。 

 

② 次期の見通し 

今後の経済情勢につきましては、原油価格や金利動向などの懸念材料が残るものの、全体として

は、国内民間需要に支えられた、堅調な景気回復が続くことが予想されます。 

建設業界におきましては、官公庁工事の減少が続くほか、民間工事においても、ますますの競争

激化が予想され、今後も厳しい状況が続くものと思われます。 

このような状況を踏まえ、当社グループの次期の業績につきましては、以下の通り見込んでおり
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ます。 

連結売上高につきましては、4,660 億円（前期比 0.3％）を見込んでおります。また、利益につ

きましては、営業利益 87億円（前期比 17.2％）、経常利益 95億円（前期比 5.6％）、当期純利益 53

億円（前期比 39.1％）を見込んでおります。 

また、当社単体につきましては、受注高 4,700 億円（前期比 13.4％）、売上高 4,400 億円（前期

比 0.3％）、営業利益 75 億円（前期比 7.6％）、経常利益 85 億円（前期比△0.0％）、当期純利益 50

億円（前期比 34.2％）を見込んでおります。 

 

（2）財政状態に関する分析 

 

① 資産、負債及び純資産の状況 

（資産の部） 

当連結会計年度末の資産の部は、未成工事支出金の増加、保有株式の相場上昇による投資有価

証券の増加などにより、前連結会計年度末に比べ 189 億円の増加となりました。 

（負債の部） 

当連結会計年度末の負債の部は、有利子負債が 51 億円減少したものの支払手形・工事未払金

等、未成工事受入金、繰延税金負債などが増加したことにより前連結会計年度末に比べ 121 億円

の増加となりました。 

（純資産の部） 

当連結会計年度末の純資産の部は、当期純利益による利益剰余金の増加、その他有価証券評価

差額金の増加などにより、2,540 億円となりました。なお、従来の資本の部に相当する金額にお

いては前連結会計年度末に比べ 68億円の増加となりました。 

 

② キャッシュ・フローの状況 

当連結会計年度末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）は、前連結会計年度末

に比べ 148 億円(21.5％)減少し、542 億円となりました。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

税金等調整前当期純利益が 80億円となり、未成工事受入金の増加により 76億円、仕入債務の

増加により 40 億円の資金が増加しましたが、未成工事支出金の増加により 159 億円、貸倒引当

金の減少により 45億円の資金が減少したため、10億円の資金増加となりました。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

有価証券及び投資有価証券の売却により 48億円、有形固定資産の売却により 12億円の資金が

増加しましたが、有価証券及び投資有価証券の取得により 83 億円、有形固定資産の取得により

53 億円の資金が減少したため、投資活動としては 85 億円の資金減少となりました。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

借入金の返済 51 億円、配当金の支払 22億円などにより 75 億円の資金減少となりました。 
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 なお、当グループのキャッシュ・フロー指標は次の通りであります。 

 平成15年3月期 平成16年3月期 平成17年3月期 平成１8年3月期 平成１9年3月期 

自己資本比率 28.3% 33.1% 34.2% 37.3% 37.3% 

時価ベースの 
自己資本比率 

10.9% 22.3% 28.9% 26.0% 27.0% 

債務償還年数 5.8 年 72.7 年 2.8 年 7.0 年 48.1 年 

インタレスト・カ
バレッジ・レシオ 

12.9 倍 1.1 倍 27.1 倍 10.4 倍 1.3 倍 

（注）自己資本比率：自己資本÷総資産 
時価ベースの自己資本比率：株式時価総額（期末株価終値×期末発行済株式数）÷総資産 
債務償還年数：有利子負債÷営業キャッシュ・フロー 
インタレスト・カバレッジ・レシオ：営業キャッシュ・フロー÷利払い 
１．各指標とも、連結ベースの財務数値により計算しております。 
２．キャッシュ・フローは営業キャッシュ・フローを利用しております。有利子負債は貸借対照表に計上
されている負債のうち利子を支払っている全ての負債を対象としております。 

 

（3）利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

当社は、株主の皆様への継続的な安定配当の実施と、競争力及び財務体質の強化に不可欠な内部

留保の確保を勘案の上、業績及び経営環境に応じた利益配分を行うことを基本方針としております。 

当期の 1 株当たりの年間配当金につきましては、期初公表のとおり、7 円とすることを予定して

おります。また、次期につきましては、上記の方針を踏まえ、引き続き 7円とすることを予定して

おります。 

 

（4）事業等のリスク 

 当社グループの事業に関するリスクについて、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある

主な事項は、以下の通りです。なお、文中における将来に関する事項は、当連結会計年度末現在に

おける当社グループの判断に基づくものです。 

 

①受注状況 

 建設業においては、一般的に請負形態をとっているため、顧客から受注して初めて生産活動を行

うことができ、その結果として売上が計上されます。このため、経済情勢の悪化や不測の事態の発

生により、建設投資の減少が進み、当社グループの受注高が計画を大きく下回った場合には、業績

に影響を及ぼす可能性があります。 

 

②取引先の信用不安 

 建設業においては、一般的に施工物件の引渡時に未回収の工事代金が残るケースがあります。こ

のため、発注者が信用不安に陥った場合工事代金の回収ができず、業績に影響を及ぼす可能性があ

ります。また、仕入先、外注先が信用不安に陥った場合にも、業績に影響を及ぼす可能性がありま

す。 
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③仕入価格の変動 

 主要建設資材の仕入価格が受注後に高騰し、請負金額にスライドさせることが困難な場合には、

業績に影響を及ぼす可能性があります。 

 

④製品の欠陥 

 品質管理には万全を期しておりますが、当社グループの施工物件に重大な瑕疵担保責任が発生し

た場合は、業績に影響を及ぼす可能性があります。 

 

⑤重大事故の発生 

 安全管理には万全を期しておりますが、施工中に予期せぬ重大事故が発生した場合は、業績に影

響を及ぼす可能性があります。 

 

⑥法的規制等 

 当社グループの事業は、建設業法、建築基準法、国土利用計画法、都市計画法、独占禁止法等に

より法的な規制を受けております。これらの法律の改廃、法的規則の新設、適用基準の変更等があ

った場合、当社グループの業績等に影響を及ぼす可能性があります。 



企  業  集  団  の  状  況
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事業を主な内容としています。

別セグメントとの関連は次のとおりであります。
当社は、総合建設業を営んでおり、子会社である戸田道路㈱他８社が工事の施工
等を行い、千代田建工㈱が建設資材納入等を行なっております。
当社は不動産事業を営んでおり、子会社である千代田土地建物㈱他２社が不動産
の販売・賃貸・仲介及びビル管理業等を営んでおります。
子会社である戸田ファイナンス㈱が当企業グループ内数社に対して資金貸付等を
行い、千代田スタッフサービス㈱が人材派遣業を、東和観光開発㈱がホテル業を
営んでおります。
また、子会社である㈱千葉フィールズパートナーズ等がＰＦＩ事業の事業主体と
なっております。

事業の系統図は以下の通りであります。

 
 
 
 
 工
 事
 施
 工
 工
 事
 施 観
 工 光
 サ
 ー
 施 建 ビ 不 ビ
 工 設 ル 動 ス
 協 供資 管 産 ・

賃

・
仲
介

貸

ル
管

・

当社の企業グループは、当社、子会社２０社及び関連会社７社で構成され、建設事業及び不動産

当社グループが営んでいる主な事業内容、各関係会社等の当該事業に係る位置づけ及び事業

ビ

売
・

（ 建 設 事 業 ）

（不動産事業）

（その他の事業）

販

販
売
・
賃
貸

得 意 先

当 社
建 設 事 業 不動産事業

９

 協 供資 管 産 ・
 力 給材 理 受販 Ｐ
 等の 等 託売 Ｆ

Ｉ
 関
 連
 等
 
 

 資
 金
  貸
 付
  等
 
 
 
 

 
 

理
等

管

【建設事業】
連結子会社
戸田道路㈱
千代田リフォーム㈱
千代田建工㈱
シプコー工業㈱
アメリカ戸田建設㈱
ブラジル戸田建設㈱
戸田建設工程(上海)有限公司

【不動産事業】
連結子会社
千代田土地建物㈱
八千代アーバン㈱
戸田ディベロップメント㈱（米国）

【その他の事業】
連結子会社 非連結子会社
戸田ファイナンス㈱ ㈱千葉フィールズパートナーズ(PFI)
千代田ｽﾀｯﾌｻｰﾋﾞｽ㈱ 他３社
東和観光開発㈱

関連会社

９
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経 営 方 針 

 

（1）会社の経営の基本方針 

当社は、創業以来「高い品質を、工期内に、安全に実現する」ことを社是としてまいりました。

また、堅実な経営を通じて顧客、社会、株主、取引先及び社員にとっての企業価値を高め、信用を

基に社業を発展させることを経営方針としております。 

当社及びグループ各社は、これらを踏まえ、適切なリスク管理の下、施工を核として建設物のラ

イフサイクル全般にわたり事業を展開してまいります。事業展開にあたりましては、永年蓄積され

た豊富な実績や技術の活用を図るとともに、多様化する課題の解決に貢献すべく、エンジニアリン

グ力の向上に努めてまいります。また、環境にも十分配慮し、最良の品質の建設物とサービスをお

客様に提供してまいります。 

 

（2）中長期的な会社の経営戦略及び対処すべき課題 

建設業を取り巻く環境は厳しく、特に、当社の主戦場である首都圏建築マーケットにおきまして

は、一段とその厳しさを増しております。また、官公庁工事におきましても、総合評価落札方式等

の入札制度改革に伴い、技術と価格の両面での競争の激化が進行しており、こうした経営環境が今

後暫くは続いていくことが見込まれます。 

こうした中、当社といたしましては、中期経営計画を策定し、課題に対して迅速に対処すること

で、環境の変化に適応した収益構造への変革を図ってまいります。なお、計画の遂行にあたっては、

「計画の基本概念（目指すべき方向性）」に沿って、毎期ローリング方式により業績目標（3年後）

を示し、施策を展開してまいります。 

 

＜計画の基本概念（目指すべき方向性）＞ 

当社は選択と集中による事業基盤の再構築及び強化を進めると同時に、顧客指向を徹底し、

建設ライフサイクル全般における、ソリューション・カンパニーとして独自の強みを発揮して

いくことで、『利益ある成長』を確保してまいります。 

 

  ＜業績目標（単体）＞ 

     平成 21 年度 

※ 業績目標はローリングします。 

受 注 高 4,700 億円 程度   

売 上 高 4,700 億円 程度  

経 常 利 益 100 億円 程度  

  

＜主要施策＞ 

主要施策の概要及び進捗状況は、以下の通りとなっております。 

１． 収益体制の再構築 

・ 強固な収益基盤を確立するために、収益管理体制や生産体制の見直しなど、収益力の
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向上のための取り組みを進めております。 

・ 開発事業、PFI 事業等の投資型案件など、建設周辺分野における取り組みを強化してお

ります。 

・ 海外調達等の購買機能を強化し、効果的な原価低減に取り組んでおります。 

２． 事業提案と品質確保を機軸とした CS（顧客満足）の向上 

・ 顧客ニーズを先取りし、且つ技術力に裏打ちされた“つくり込み営業”を行っていく

ことで、顧客との良好かつ長期に亘るパートナー関係を構築してまいります。 

・ 施工中及び引渡し後における品質管理を徹底し、信頼の維持・向上に努めてまいりま

す。 

３． 重点分野への取り組みの深化 

・ 「生産施設」「医療分野」「教育分野」「超高層建築物」「都市再生関連事業」「エネルギ

ー関連事業」等を重点分野とし、一層のノウハウと技術力の拡充を図っております。 

・ 当期、建築受注に占める生産施設の割合は 2 割超となり、医療分野、教育分野を合わ

せた 3分野を合計すると、建築受注の約 53％を占めることになります。 

・ 都市部における事務所建築の受注強化に向け、平成 19年 4月に、本社にビルプロジェ

クト営業部を設置いたしました。 

４． 連結経営体制の強化 

・ グループ内の最大の相乗効果を発揮するために、M＆A も視野に入れた取り組みを進め

ております。 

５． 社員の士気向上 

・ 技術伝承を進めるとともに、社員の意欲と能力を最大限引き出すための施策に取り組

んでおります。 

６． CSR（企業の社会的責任）の推進 

・ CSR への取り組みを推進し、その定着を図っております。 

・ 気象庁の緊急地震速報を利用した情報配信システムを全国の建設現場に展開するなど、

BCP（事業継続計画）の策定と拡充を進めております。 
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（単位：百万円）
前連結会計年度 当連結会計年度 対前連結会計年度

（平成18年3月31日） （平成19年3月31日） 増　　減
金　　額 構成比 金　　額 構成比 金　　額 増減率

％ ％ ％

(653,804 ) 100 (672,784 ) 100 (18,980 )

    

Ⅰ 流 動 資 産 390,324 59.7 393,586 58.5  3,262 0.8

64,648  50,560  △ 14,088  

105,080  108,009  2,929  

149  69  △ 80  

154,143 170,060 15,917

42,910 38,872 △ 4,038

17,049 18,203 1,154

8,964 8,374 △ 589

△ 2,623 △ 563 2,060

   

Ⅱ 固 定 資 産 263,480 40.3 279,198 41.5 15,718 6.0  

１ 有 形 固 定 資 産 78,356 12.0 80,674 12.0 2,317 3.0

37,137 38,565 1,428

12,600 12,223 △ 376

59,456 61,381 1,924

189 53 △ 135

△ 31,026 △ 31,549 △ 523

   

２ 無 形 固 定 資 産 631 0.1 1,213 0.2 582 92.2

      

３ 投資その他の資産 184,491 28.2 197,310 29.3 12,818 6.9

179,106  192,476  13,370  

3,078  1,964  △ 1,114  

7,848  5,954  △ 1,894  

△ 5,542  △ 3,084  2,457  

      

資    産    合    計 653,804 100 672,784 100 18,980 2.9 

科                       目

（ 資 産 の 部 ）

現 金 預 金

受取手形・完成工事未収入金等

そ の 他

貸 倒 引 当 金

投 資 有 価 証 券

繰 延 税 金 資 産

建 物 ・ 構 築 物

そ の 他

貸 倒 引 当 金

機械･運搬具･工具器具備品

建 設 仮 勘 定

減 価 償 却 累 計 額

2.9

長 期 貸 付 金

土 地

未 成 工 事 支 出 金

そ の 他 た な 卸 資 産

有 価 証 券

１２
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         （単位：百万円）
前連結会計年度 当連結会計年度 対前連結会計年度

（平成18年3月31日） （平成19年3月31日） 増　　減
金　　額 構成比 金　　額 構成比 金　　額 増減率

％ ％ ％
(406,605 ) 62.2 (418,755 ) 62.2 (12,150 ) 3.0      

Ⅰ 流 動 負 債 331,479 50.7 342,178 50.9  10,698 3.2

116,039  120,120  4,080  

50,107  46,730  △ 3,377  

3,155 5,677 2,522

119,778 127,424 7,646

4,718 4,519 △ 198

631 998 366

1,733 1,897 164

22,407 23,835 1,428

12,908 10,974 △ 1,934
   

Ⅱ 固 定 負 債 75,125 11.5 76,576 11.4 1,451 1.9

7,642 5,830 △ 1,812

33,120 37,376 4,257

1,746 1,515 △ 231

28,105 27,439 △ 666

841 128 △ 713

－ 761 761

3,670 3,524 △ 145
   

3,224 0.5 － － － －
      

科                       目

（ 負 債 の 部 ）

支払手形・工事未払金等

賞 与 引 当 金

短 期 借 入 金

未 成 工 事 受 入 金

未 払 法 人 税 等

（ 少 数 株 主 持 分 ）

少 数 株 主 持 分

不 動 産 賃 貸 保 証 金

そ の 他

再評価に係る繰延税金負債

長 期 未 払 金

役 員 退 職 慰 労 引 当 金

退 職 給 付 引 当 金

繰 延 税 金 負 債

完 成 工 事 補 償 引 当 金

工 事 損 失 引 当 金

長 期 借 入 金

預 り 金

１３
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         （単位：百万円）
前連結会計年度 当連結会計年度 対前連結会計年度

（平成18年3月31日） （平成19年3月31日） 増　　減
金　　額 構成比 金　　額 構成比 金　　額 増減率

％ ％ ％

(243,974 ) 37.3 (－ ) － (－ ) －
  

Ⅰ 資    本    金 23,001 3.5 － － － －

Ⅱ 資 本 剰 余 金 25,595 3.9 － － － －

Ⅲ 利 益 剰 余 金 128,216 19.6 － － － －

Ⅳ 土地再評価差額金 2,544 0.4 － － － －

Ⅴ その他有価証券評価差額金 65,991 10.1 － － － －

Ⅵ 為替換算調整勘定 △ 434 － － － －

Ⅶ 自  己  株  式 △ 939 － － － －
  

 653,804 100 － － － －   

(－ ) － (254,029 ) 37.8 (－ ) －
  

Ⅰ 株主資本 － － 177,708 26.4 － －

1.資    本    金 － － 23,001 3.4 － －

2.資 本 剰 余 金 － － 25,595 3.8 － －

3.利 益 剰 余 金 － － 130,127 19.3 － －

4.自  己  株  式 － － △ 1,016 － －

Ⅱ．評価・換算差額等 － － 73,133 10.9 － －

1.その他有価証券評価差額金 － － 71,218 10.6 － －

2.繰延ヘッジ損益 － － △ 1 － －

3.土地再評価差額金 － － 2,208 0.3 － －

4.為替換算調整勘定 － － △ 292 － －

Ⅲ．少数株主持分 － － 3,187 0.5 － －
  

－ － 672,784 100 － －

（ 純 資 産 の 部 ）

負債及び純資産合計

△ 0.2

科                       目

負債、少数株主持分及び資本合計

（ 資 本 の 部 ）

△ 0.1

△ 0.1

△ 0.0

△ 0.0
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連 結 損 益 計 算 書

戸田建設㈱（1860）平成19年3月期決算短信

         （単位：百万円）
前連結会計年度 当連結会計年度 対前連結会計年度

(自平成17年4月 1日
　至平成18年3月31日)

(自平成18年4月 1日
　至平成19年3月31日) 増　　　　減

金　　額 百分比 金　　額 百分比 金　　額 増減率
％ ％ ％

Ⅰ 売 上 高 484,958 100 464,673 100 △ 20,285

( 474,127 ) ( 100 ) ( 453,203 ) （ 100 ) ( △ 20,923 )

( 10,830 ) ( 100 ) ( 11,469 ) （ 100 ) ( 638 )

Ⅱ 売 上 原 価  450,058   431,782   △ 18,276  

( 442,675 ) ( ) ( 423,867 ) （ ) ( △ 18,808 )

( 7,382 ) ( ) ( 7,914 ) （ ) ( 531 )   

   売上総利益 34,899 32,890 △ 2,008

( 31,451 ) ( ) ( 29,336 ) （ ) ( △ 2,116 )

( 3,448 ) ( ) ( 3,554 ) （ ) ( 106 )

Ⅲ 販売費及び一般管理費 26,619 25,470 △ 1,149      

8,280 7,420 △ 859

Ⅳ 営 業 外 収 益 2,561 2,584 23

( 519 ) ( 173 ) ( △ 346 )

( 1,244 ) ( 1,631 ) ( 387 )

( 797 ) ( 779 ) ( △ 17 )

Ⅴ 営 業 外 費 用 1,006 1,005 △ 0

( 795 )  ( 832 )  ( 37 )  

( 211 )  ( 173 )  ( △ 37 )     

9,835 8,999 △ 835

Ⅵ 特 別 利 益 2,422 2,258 △ 181

△ 4.2

0.9

△ 4.3

△ 4.1

△ 5.8

0.5

 

 

6.6

完 成 工 事 高

不動産事業等売上高

 

営 業 利 益

 

受 取 利 息

完 成 工 事 総 利 益

不動産事業等総利益

不動産事業等売上原価

92.8

△ 7.5

△ 8.5

0.5

31.0

5.5

そ の 他

0.2

経 常 利 益

93.4

68.2

7.2

そ の 他

受 取 配 当 金

31.8

5.5

1.7

科                 目

2.0

0.6

 

 

0.2

6.5

1.6

支 払 利 息

完 成 工 事 原 価

1.9

△ 0.1

 

 

92.9

93.5

69.0

7.1

△ 10.4

0.5

 

 

 

 

Ⅵ 特 別 利 益 2,422 2,258 △ 181
( 58 ) ( 1,145 ) ( 1,087 )
( 1,224 ) ( 78 ) ( △ 1,145 )
( 1,093 ) ( 1,031 ) ( △ 62 )
( 46 ) ( 3 ) ( △ 61 )

Ⅶ 特 別 損 失 415 3,165 2,749
( 100 ) ( 197 ) ( 97 )
( 15 ) ( 30 ) ( 14 )
( 48 ) ( 34 ) ( △ 14 )
( 28 ) ( 52 ) ( 23 )
( 19 ) ( ― ) ( △ 19 )
( ― ) ( 2,805 ) ( 2,805 )
( 131 ) ( 41 ) ( △ 89 )

59 ) ( ― ) ( △ 59 )
( 13 ) ( 3 ) ( △ 10 )　 　 　

11,842 8,093 △ 3,748

3,258 5,032 1,774

2,751 △ 722 △ 3,474

△ 140 △ 25 114
5,972 3,809 △ 2,1631.2

△ 0.0

△ 31.71.7

629.3

△ 7.5

0.7

投 資 有価証券売却益

固 定 資 産 売 却 益

0.5

当 期 純 利 益

貸 倒 引 当 金 戻 入 益

0.1

0.5

少 数 株 主 利 益

1.1

―

54.5

△ 0.0

前 期 損 益 修 正 損

0.8
△ 82.1

0.6

2.4

0.7

△ 36.2

△ 0.2 

法人税、住民税及び事業税

法 人 税 等 調 整 額

固 定 資 産 廃 棄 損

そ の 他

税金等調整前当期純利益

ゴルフ会員権評価損

そ の 他

固 定 資 産 売 却 損

減 損 損 失

た な 卸 資 産 評 価 損

販売用不動産評価損

投資有価証券評価損
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連 結 剰 余 金 計 算 書

戸田建設㈱（1860）平成13年3月期決算短信

         （単位：百万円）
前連結会計年度
(自平成17年4月 1日
　至平成18年3月31日)
金     額

Ⅰ 25,573

Ⅱ 21

( 21 )

25,595

Ⅰ 124,087

Ⅱ 利益剰余金増加高 6,040

( 5,972 )

( 68 )

Ⅲ 利益剰余金減少高 1,911

( 1,902 )

( 9 )

( 0 )

 

Ⅳ 利益剰余金期末残高 128,216

資 本 剰 余 金 期 首 残 高

科           目

（ 資 本 剰 余 金 の 部 ）

Ⅲ 資本剰余金期末残高

（ 利 益 剰 余 金 の 部 ）

資 本 剰 余 金 増 加 高

自 己 株 式 処 分 差 益

連結子会社増資に伴う減少高

役 員 賞 与 金

当 期 純 利 益

土地再評価差額金取崩額

株 主 配 当 金

利 益 剰 余 金 期 首 残 高
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連結株主資本等変動計算書

戸田建設㈱（1860）平成19年3月期決算短信

当連結会計年度（自 平成18年4月1日　至 平成19年3月31日）

平成18年3月31日残高

当連結会計年度中の変動額

剰余金の配当（注）

役員賞与（注）

当期純利益

自己株式の取得 △ 77

土地再評価差額金取崩 336

株主資本以外の項目の当連結
会計年度中の変動額
（純額）

－ － △ 77

平成19年3月31日残高

平成18年3月31日残高 －

当連結会計年度中の変動額

剰余金の配当（注）

役員賞与（注） △ 13

当期純利益 3,809

自己株式の取得 △ 77

土地再評価差額金取崩 336

株主資本以外の項目の当連結
会計年度中の変動額
（純額）

142

平成19年3月31日残高

（注）平成18年6月の定時株主総会における利益処分項目である。

△ 36

純資産
合計

評 価 ・ 換 算 差 額 等

△ 1 △ 336

254,029

247,19968,101

73,133

4,995

6,830

△ 2,220

△ 36

3,224

5,032

当連結会計年度中の変動額
合計

評価・換算

差 額 等

合 計

5,227

5,227

142

△ 434

△ 1 △ 336

株主資本合計

有価証券

調整勘定

336

資本金 資本剰余金 利益剰余金

△ 939

自己株式

その他

当連結会計年度中の変動額
合計

土地繰延

2,544

評価差額金

65,991

ヘッジ

損益 差額金

再評価

△ 13

128,216 175,873

△ 13

△ 2,220 △ 2,220

3,809

△ 77

少数株主為替換算

177,708

持分

3,187

（単位：百万円）

23,001

23,001

25,595

25,595

3,809

△ 1,016

株　主　資　本

130,127

1,911 1,834

71,218 2,208 △ 292

5,032

△ 1
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連結キャッシュ・フロー計算書

戸田建設㈱（1860）平成19年3月期決算短信

（単位：百万円）

 Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー
税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益 11,842 8,093
減 価 償 却 費 1,655 1,607
減 損 損 失 59 　　　　　　　　-
貸 倒 引 当 金 の 増 減 額 （ 減 少 ： △ ） △ 259 △ 4,518
退職給付引当金の増減額（減少：△） △ 16 △ 666
その他の引当金の増減額（減少：△） △ 849 △ 381
販 売 用 不 動 産 評 価 損 19 　　　　　　　　-
た な 卸 資 産 評 価 損 　　　　　　　　- 2,805
有 価 証 券 ・ 投 資 有 価 証 券 評 価 損 28 52
有価証券・投資有価証券売却損益(益:△) △ 1,093 △ 1,031
有 形 固 定 資 産 売 却 損 益 ( 益 : △ ) △ 1,215 △ 48
受 取 利 息 及 び 受 取 配 当 金 △ 1,763 △ 1,805
支 払 利 息 795 832
役 員 賞 与 支 払 額 △ 14 △ 23
売 上 債 権 の 増 減 額 （ 増 加 ： △ ） △ 14,277 △ 2,928
未成工事支出金の増減額（増加：△） 10,522 △ 15,916
販 売 用 不 動 産 の 増 減 額 （ 増 加 ： △ ） 1,864 1,107
仕 入 債 務 の 増 減 額 （ 減 少 ： △ ） 34 4,080
未成工事受入金の増減額（減少：△) △ 332 7,646
そ の 他 2,895 3,714

小 　　　　　計 9,895 2,621
利 息 及 び 配 当 金 の 受 取 額 1,354 1,813
利 息 の 支 払 額 △ 795 △ 830
法 人 税 等 支 払 額 △ 2,185 △ 2,510

営業活動によるｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ 8,269 1,093
  Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー

定 期 預 金 預 入 支 出 △ 258 △ 474
定 期 預 金 払 戻 収 入 22 282
有 価 証 券 の 取 得 に よ る 支 出 △ 1,300 △ 2,879
有 価 証 券 の 売 却 等 に よ る 収 入 1,250 2,999
有 形 固 定 資 産 の 取 得 に よ る 支 出 △ 4,793 △ 5,329
有 形 固 定 資 産 の 売 却 に よ る 収 入 2,195 1,294
投 資 有 価 証 券 の 取 得 に よ る 支 出 △ 5,868 △ 5,436
投 資 有 価 証 券 の 売 却 等 に よ る 収 入 2,289 1,824
貸 付 け に よ る 支 出 △ 110 △ 391
貸 付 金 の 回 収 に よ る 収 入 207 363
そ の 他 △ 259 △ 763

投資活動によるｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ △ 6,625 △ 8,509
  Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー

短 期 借 入 に よ る 収 入 20,517 12,870
短 期 借 入 金 の 返 済 に よ る 支 出 △ 24,492 △ 17,360
長 期 借 入 に よ る 収 入 3,310 1,020
長 期 借 入 金 の 返 済 に よ る 支 出 △ 4,016 △ 1,719
親 会 社 に よ る 配 当 金 の 支 払 額 △ 1,902 △ 2,220
少 数 株 主 へ の 配 当 金 の 支 払 額 △ 36 △ 18
そ の 他 0 △ 77

財務活動によるｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ △ 6,620 △ 7,504
  Ⅳ 現金及び現金同等物換算差額 235 34
  Ⅴ 現金及び現金同等物の増減額（減少：△） △ 4,740 △ 14,888
  Ⅵ 現金及び現金同等物期首残高 73,909 69,168
  Ⅶ 現金及び現金同等物期末残高 69,168 54,280

当連結会計年度
(自平成18年4月 1日
至平成19年3月31日)

金 額

科 目

金 額

前連結会計年度
(自平成17年4月 1日
至平成18年3月31日)
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連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項

戸田建設㈱（1860）平成19年3月期決算短信

１．連結の範囲に関する事項
(1)　連結子会社の数 14社
     主要な連結子会社名 戸田道路㈱　千代田土地建物㈱　他

(2)　非連結子会社の数  6社
   　主要な非連結子会社名 ㈱千葉フィールズパートナーズ(PFI)  他

　非連結子会社はいずれも小規模会社であり、合計の総資産、売上高、当期純損益（持分に
見合う額）及び利益剰余金（持分に見合う額）等は、いずれも連結財務諸表に重要な影響を
及ぼしていないため、連結の範囲から除外している。

２．持分法の適用に関する事項
   　非連結子会社及び関連会社に対する投資について持分法を適用していない。

　持分法非適用の非連結子会社及び関連会社は、それぞれ当期純損益及び利益剰余金等に及
ぼす影響が軽微であり、かつ全体としても重要性がないため持分法の適用から除外している。

３．連結子会社の事業年度等に関する事項
　連結子会社であるブラジル戸田建設㈱、戸田建設工程(上海)有限公司、アメリカ戸田建設
㈱、戸田ディベロップメント㈱、タイ戸田建設㈱の決算日は12月31日である。
　連結財務諸表の作成に当たっては同決算日現在の財務諸表を使用している。ただし、1月
1日から連結決算日3月31日までの期間に発生した重要な取引については連結上必要な調整を
行っている。
　上記以外の連結子会社の事業年度は連結財務諸表提出会社と同一である。

４．会計処理基準に関する事項
(1)　重要な資産の評価基準及び評価方法
　有価証券
①　満期保有目的の債券 償却原価法(定額法)
②　その他有価証券

時価のあるもの 決算期末日の市場価格等に基づく時価法
(評価差額は全部純資産直入法により処理し、売却原価は
移動平均法により算定している。)

時価のないもの 移動平均法による原価法

　たな卸資産
①　未成工事支出金 個別法による原価法
②　その他たな卸資産 個別法による原価法

(貸借対照表評価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの
方法により算定している。）

(2)　重要な減価償却資産の減価償却方法
　有形固定資産 主として定率法

(ただし、平成10年4月1日以降に取得した建物(附属設備
を除く)は定額法を採用している。）

　無形固定資産 定額法
(ただし、自社利用のソフトウェアについては、社内にお
ける見込利用可能期間に基づく定額法を採用している。）
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戸田建設㈱（1860）平成19年3月期決算短信

(3)　重要な引当金の計上基準
　貸倒引当金 　売上債権、貸付金等の貸倒による損失に備えるため、一般債権

については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等については個別に
回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上している。

　賞与引当金 　使用人に対して支給する賞与に充てるため、支給見込額に基づ
き計上している。

　完成工事補償引当金 　完成工事に係る瑕疵担保の費用に備えるため、当連結会計年度
の完成工事高に対する将来の見積補償額に基づき計上している。

　工事損失引当金 　将来の工事完成期に発生する可能性が高い損失に備えるため、
損失見込額を受注金額及び見積原価に基づき計上している。

　退職給付引当金 　従業員の退職給付に備えるため、主として当連結会計年度末に
おける退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき計上している。
数理計算上の差異は、5年による定額法により按分した額をそれぞ
れ発生の翌連結会計年度から費用処理することとしている。

　役員退職慰労引当金 　役員及び執行役員の退職慰労金の支給に備えるため、内規に基
づく期末要支給額を計上している。
　当社の取締役および監査役の退職慰労金制度については内規に
基づく期末要支給額を計上していたが、平成18年 6月29日の定時
株主総会終結の時をもって同制度を廃止し、これまでの在任期間
に対応する退職慰労金の打切り支給を同株主総会で決議した。
なお、当該支給対象期間に係る退職慰労金については、固定負債
の「長期未払金」として表示している。

(4)　重要な外貨建資産又は負債の本邦通貨への換算基準
　外貨建金銭債権債務は連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、為替差額は損益とし
て処理している。なお、在外子会社等の資産、負債、収益及び費用は決算日の直物為替相場に
より円貨に換算し、為替差額は純資産の部における為替換算調整勘定及び少数株主持分に含め
て計上している。

(5)　重要なリース取引の方法
　リース物件の所有権が借主に移転すると認められるもの以外のファイナンス・リース取引に
ついては、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっている。

(6)　重要なヘッジ会計の方法
　繰延ヘッジ処理によっている。

(7)　その他連結財務諸表作成のための重要な事項
　完成工事高の計上基準 　工事完成基準である（長期大型工事を含む）。ただし、在外連

結子会社は工事進行基準によっている。
　消費税等の会計処理 　税抜方式によっている。

５．連結子会社の資産及び負債の評価に関する事項
　全面時価評価法によっている。

６．連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲
　連結キャッシュ・フロー計算書における資金(現金及び現金同等物)は、手許現金、随時引き
出し可能な預金及び容易に換金可能であり取得日から3か月以内に償還期限の到来する短期投
資からなる。
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連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更

戸田建設㈱（1860）平成19年3月期決算短信

１．棚卸資産の評価に関する会計基準
「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第9号　平成18年7月5日）が平成20
年3月31日以前に開始する連結会計年度に係る連結財務諸表から適用できることになった
ことに伴い、当連結会計年度から同会計基準を適用している。
これにより、税金等調整前当期純利益は2,805百万円減少している。

２．貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準
　当連結会計年度より、｢貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準｣（企業会計基準
　第5号 平成17年12月9日）及び｢貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計基準の適用指
　針｣（企業会計基準適用指針第8号 平成17年12月9日）を適用している。
　これまでの資本の部の合計に相当する金額は、250,841百万円である。
　なお、当連結会計年度における連結貸借対照表の純資産の部については、連結財務諸表規
　則の改正に伴い、改正後の連結財務諸表規則により作成している。
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注　記　事　項

戸田建設㈱（1860）平成19年3月期決算短信

（連結貸借対照表関係） （単位：百万円）

前連結会計年度
(平成18年3月31日)

当連結会計年度
(平成19年3月31日)

１．投資有価証券に含まれる １．投資有価証券に含まれる
     非連結子会社及び関連会社分 59      非連結子会社及び関連会社分 83        
２．当社は、「土地の再評価に関する法律」 ２．当社は、「土地の再評価に関する法律」
    （平成10年３月31日公布法律第34号）に     （平成10年３月31日公布法律第34号）に
    基づき、事業用土地の再評価を行い、｢土     基づき、事業用土地の再評価を行い、｢土
    地再評価差額金｣を資本の部に計上してい     地再評価差額金｣を純資産の部に計上して
　　る。 　　いる。        
　再評価の方法 　再評価の方法
     「土地の再評価に関する法律施行令」(平      「土地の再評価に関する法律施行令」(平
     成10年３月31日公布政令第119号)第２条      成10年３月31日公布政令第119号)第２条
     第３号に定める土地課税台帳又は土地課      第３号に定める土地課税台帳又は土地課
     税補充台帳に登録されている価格に合理      税補充台帳に登録されている価格に合理

的な調整を行って算定する方法によって 的な調整を行って算定する方法によって
　   いる。 　   いる。

　再評価を行った年月日 　再評価を行った年月日
平成14年3月31日 平成14年3月31日

　再評価を行った土地の当連結会計年度末に 　再評価を行った土地の当連結会計年度末に
　おける時価と再評価後の帳簿価額との差額 　おける時価と再評価後の帳簿価額との差額

△ 5,037 △ 4,774        
３．担保に供している資産 ３．担保に供している資産

現金預金（定期預金） 510 現金預金（定期預金） 510
土地 9 土地 9
投資有価証券 120 有価証券 69
長期貸付金 98 投資有価証券 56
  合  計 737 長期貸付金 113

  合  計 759

    
４．保証債務額 1,584 ４．保証債務額 1,334

保証予約はない。 保証予約はない。        
５．受取手形割引高 210 ５．受取手形割引高 140        
６．貸出コミットメント契約 ６．貸出コミットメント契約

契約極度額 23,000 契約極度額 23,000
期末借入金残高 － 期末借入金残高 3,000        

７．連結会計年度末日満期手形 ７．連結会計年度末日満期手形
当連結会計年度末日満期手形の会計処理
については、手形交換日をもって決済処
理している。なお、当連結会計年度末日
は金融機関の休日であったため、次の満
期手形が当連結会計年度末残高に含まれ
ている。

受取手形 792
支払手形 39        
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戸田建設㈱（1860）平成19年3月期決算短信

（連結損益計算書関係） （単位：百万円）

前連結会計年度
(自平成17年4月 1日
　至平成18年3月31日)

当連結会計年度
(自平成18年4月 1日
　至平成19年3月31日)

１．一般管理費の主要な費目及び金額 １．一般管理費の主要な費目及び金額　　 　　
従業員給料手当 11,866 　　従業員給料手当 11,640
賞与引当金繰入額 1,736 　　賞与引当金繰入額 1,676
退職給付費用 1,437 　　退職給付費用 1,114

２．一般管理費及び当期製造費用中に含まれる ２．一般管理費及び当期製造費用に含まれる
　　研究開発費 2,406 　　研究開発費 2,345

（連結株主資本等変動計算書関係） （単位：百万円）

1．発行済株式の種類及び総数に関する事項
前連結会計年度末
株式数（株）

当連結会計年度
減少株式数（株）

当連結会計年度
末株式数（株）

     普通株式 322,656,796 － 322,656,796

2．自己株式の種類及び総数に関する事項
前連結会計年度末
株式数（株）

当連結会計年度
減少株式数（株）

当連結会計年度
末株式数（株）

     普通株式 2,983,614 12,054 3,116,815
（注）1.増加は単元未満株式の買取によるものである。
　　　2.減少は子会社による当社株式の売却によるものである。

3．配当に関する事項
(1) 配当金支払額
（イ）決議 平成18年6月29日 定時株主総会
（ロ）配当金の総額 2,220百万円
（ハ）１株当たり配当額 7.00円
（ニ）基準日 平成18年3月31日
（ホ）効力発生日 平成18年6月30日

(2) 基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの
（イ）決議 平成19年6月28日 定時株主総会 (予定）
（ロ）配当金の総額 2,251百万円
（ハ）配当の原資 利益剰余金
（ニ）１株当たり配当額 7.00円
（ホ）基準日 平成19年3月31日
（ヘ）効力発生日 平成19年6月29日

（連結キャッシュ・フロー計算書関係） （単位：百万円）

前連結会計年度
(自平成17年4月 1日
　至平成18年3月31日)

当連結会計年度
(自平成18年4月 1日
　至平成19年3月31日)

１．現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借 １．現金及び現金同等物の期末残高と連結貸借
　　対照表に掲記されている科目の金額との関 　　対照表に掲記されている科目の金額との関
　　係 　　係　　 　　

現金預金勘定 64,648 現金預金勘定 50,560
預入期間が３か月を 預入期間が３か月を
超える定期預金 △ 1,080 超える定期預金 △ 1,271
現金同等物 5,599 現金同等物 4,991
現金及び現金同等物 69,168 現金及び現金同等物 54,280

当連結会計年度
増加株式数（株）

145,255

当連結会計年度
増加株式数（株）

－
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有　価　証　券

戸田建設㈱（1860）平成19年3月期決算短信

前連結会計年度（平成１8年3月31日）

１．満期保有目的の債券で時価のあるもの

（時価が連結貸借対照表計上額を超えるもの） （単位　百万円）
時 　　価 差　　　額

　（１）　国債・地方債等 8 9 1
　（２）　社債 － － －
　（３）　その他 － － －

小 計 8 9 1

（時価が連結貸借対照表計上額を超えないもの） （単位　百万円）
時 　　価 差　　　額

　（１）　国債・地方債等 169 168 　　△ 0
　（２）　社債 － － －
　（３）　その他 － － －

小 計 169 168 　　△ 0
合 計 178 178 0

２．その他有価証券で時価のあるもの

（連結貸借対照表計上額が取得原価を超えるもの） （単位　百万円）
取得原価 差　　　額

　（１）　株式 62,723 174,074 111,351
　（２）　債券
　　　　　国債・地方債等 － － －
　　　　　社債 － － －
　　　　　その他 － － －
　（３）　その他 － － －

小 計 62,723 174,074 111,351

（連結貸借対照表計上額が取得原価を超えないもの） （単位　百万円）
取得原価 差　　　額

　（１）　株式 696 629 △ 67
　（２）　債券
　　　　　国債・地方債等 － － －
　　　　　社債 － － －
　　　　　その他 － － －
　（３）　その他 － － －

小 計 696 629 △ 67
合 計 63,420 174,704 111,284

３．前連結会計年度中に売却したその他有価証券（自平成17年4月1日　至平成18年3月31日）
（単位　百万円）

売却額
1,383

４．時価評価されていない主な有価証券の内容及び連結貸借対照表計上額（平成18年3月31日）
　（１）非連結子会社株式及び持分法非適用関連会社株式
　　　　子会社株式 34 百万円
　　　　関連会社株式 25 百万円
　（２）その他有価証券
　　　　非上場株式 4,137 百万円
　　　　非上場債券 100 百万円
　　　　投資事業有限責任組合への出資 77 百万円

５．その他有価証券のうち満期があるもの及び満期保有目的の債券の今後の償還予定額
（平成18年3月31日） （単位　百万円）

　（１）　債券
　　　　　国債・地方債等 100 70 10
　　　　　社債 50 － －
　　　　　その他 － 50 －
　（２）　その他 － － －

合　　　　計 150 120 10

５年超

連結貸借対照表計上額

1,093 －

１年以内 １年超５年以内

連結貸借対照表計上額

連結貸借対照表計上額

連結貸借対照表計上額

売却益の合計額 売却損の合計額
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戸田建設㈱（1860）平成19年3月期決算短信

当連結会計年度（平成19年3月31日）

１．満期保有目的の債券で時価のあるもの

（時価が連結貸借対照表計上額を超えるもの） （単位　百万円）
時 　　価 差　　　額

　（１）　国債・地方債等 8 10 1
　（２）　社債 － － －
　（３）　その他 － － －

小 計 8 10 1

（時価が連結貸借対照表計上額を超えないもの） （単位　百万円）
時 　　価 差　　　額

　（１）　国債・地方債等 69 69 　　△ 0
　（２）　社債 － － －
　（３）　その他 － － －

小 計 69 69 　　△ 0
合 計 78 79 0

２．その他有価証券で時価のあるもの

（連結貸借対照表計上額が取得原価を超えるもの） （単位　百万円）
取得原価 差　　　額

　（１）　株式 63,747 184,200 120,452
　（２）　債券
　　　　　国債・地方債等 － － －
　　　　　社債 － － －
　　　　　その他 － － －
　（３）　その他 － － －

小 計 63,747 184,200 120,452

（連結貸借対照表計上額が取得原価を超えないもの） （単位　百万円）
取得原価 差　　　額

　（１）　株式 4,210 3,856 △ 353
　（２）　債券
　　　　　国債・地方債等 － － －
　　　　　社債 － － －
　　　　　その他 － － －
　（３）　その他 － － －

小 計 4,210 3,856 △ 353
合 計 67,957 188,056 120,099

３．当連結会計年度中に売却したその他有価証券（自平成18年4月1日　至平成19年3月31日）
（単位　百万円）

売却額
1,466

４．時価評価されていない主な有価証券の内容及び連結貸借対照表計上額（平成19年3月31日）
　（１）非連結子会社株式及び持分法非適用関連会社株式
　　　　子会社株式 35 百万円
　　　　関連会社株式 47 百万円
　（２）その他有価証券
　　　　非上場株式 4,128 百万円
　　　　非上場債券 150 百万円
　　　　投資事業有限責任組合への出資 49 百万円

５．その他有価証券のうち満期があるもの及び満期保有目的の債券の今後の償還予定額
（平成19年3月31日） （単位　百万円）

　（１）　債券
　　　　　国債・地方債等 70 － 10
　　　　　社債 － － －
　　　　　その他 － 50 100
　（２）　その他 － － －

合　　　　計 70 50 110

連結貸借対照表計上額

0

１年以内 １年超５年以内 ５年超

1,031

連結貸借対照表計上額

連結貸借対照表計上額

連結貸借対照表計上額

売却益の合計額 売却損の合計額
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退 職 給 付 関 係

戸田建設㈱（1860）平成19年3月期決算短信

1．採用している退職給付制度の概要

　　当社は、確定給付型の制度として、適格退職年金制度及び退職一時金制度を設けている。
　　国内連結子会社については、退職一時金制度のみを設けている。

２．退職給付債務に関する事項 （単位：百万円）
前連結会計年度 当連結会計年度
(平成18年3月31日) (平成19年3月31日)

イ. 退職給付債務 △ 53,472 △ 52,796
ロ. 適格退職年金資産 26,777 27,016
ハ. 未積立退職給付債務(イ＋ロ) △ 26,694 △ 25,780
ニ. 未認識数理計算上の差異 △ 1,410 △ 1,658
ホ. 連結貸借対照表計上額純額(ハ＋ニ) △ 28,105 △ 27,439
ヘ. 退職給付引当金(ホ) △ 28,105 △ 27,439
(注) 1.子会社については、退職給付債務の算定にあたり、簡便法を採用している。

３．退職給付費用に関する事項 （単位：百万円）
前連結会計年度 当連結会計年度

(自平成17年4月 1日 (自平成18年4月 1日 
 至平成18年3月31日)  至平成19年3月31日)

イ. 勤務費用 1,944 1,934
ロ. 利息費用 1,321 1,309
ハ. 期待運用収益 △ 118 △ 321
ニ. 数理計算上の差異の費用処理額 792 202
ホ. 退職給付費用(イ＋ロ＋ハ＋ニ) 3,938 3,126
(注) 1.簡便法を採用している連結子会社の退職給付費用は、「イ.勤務費用｣に計上している。

４．退職給付債務等の計算の基礎に関する事項
前連結会計年度 当連結会計年度

(自平成17年4月 1日 (自平成18年4月 1日 
 至平成18年3月31日)  至平成19年3月31日)

イ. 退職給付見込額の期間配分方法 期間定額基準 期間定額基準
ロ. 割引率 2.50% 2.50%
ハ. 期待運用収益率 1.20% 1.20%
ニ. 数理計算上の差異の処理年数 ５年 ５年
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税 効 果 会 計 関 係

戸田建設㈱（1860）平成19年3月期決算短信

（単位：百万円）
前連結会計年度 当連結会計年度
 (平成18年3月31日)  (平成19年3月31日)

１．繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の
　　主な原因別の内訳

　繰延税金資産
　　販売用不動産
　　建物・構築物
　　土地
　　不動産評価損
　　退職給付引当金
　　貸倒引当金
　　賞与引当金
　　投資有価証券
　　その他
　　繰越欠損金
　　繰延税金資産小計
    評価性引当額
    繰延税金資産合計
　繰延税金負債
　　圧縮記帳積立金
　　その他有価証券評価差額金
　　土地再評価差額金
　　繰延税金負債合計
　繰延税金資産（負債：△）の純額

　前連結会計年度におい
て｢不動産評価損｣として
一括掲記していた｢販売用
不動産｣｢建物・構築物｣
｢土地｣を､当連結会計年度
から区分掲記している。

２．法定実効税率と税効果会計適用後の法人税
　　等の負担率との差異の原因となった主な項
　　目別の内訳

　法定実効税率 40.7 ％ 40.7 ％
　（調整）
　　　永久に損金に算入されない項目 7.6 ％ 11.3 ％
　　　永久に益金に算入されない項目 △ 2.1 ％ △ 3.8 ％
　　　住民税均等割 3.0 ％ 3.1 ％
　　　繰延税金資産の評価性引当金 2.6 ％ 1.9
　　　その他 △ 1.0 ％ 0.1 ％
　税効果会計適用後の法人税等の負担率 50.8 ％ 53.3 ％

△ 48,880
△ 1,515
△ 53,243
△ 20,688

△ 1,746
△ 49,553
△ 17,816

12,567

692

531
1,839

11,161

5,596

781
225
-

76

△ 45,292

11,427

4,354
244

32,161

1,920

△ 424
31,736

△ 2,514

32,780
△ 225
32,554

△ 2,847

-

693

675

-
-

12,845
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セ グ メ ン ト 情 報

戸田建設㈱（1860）平成19年3月期決算短信

１．事業の種類別セグメント情報

前連結会計年度（自平成17年4月1日　至平成18年3月31日）      （単位 百万円）
その他の
  事業 全 社

Ⅰ 売上高及び営業損益  

売  上  高  

(1) 外部顧客に対する売上高 474,127 10,320 510 484,958 － 484,958

セグメント間の内部売上高
又は振替高

474,297 11,268 720 486,286 (1,327) 484,958
営 業 費 用 468,047 9,238 612 477,898 (1,219) 476,678
営 業 利 益 6,249 2,030 107 8,388 (107) 8,280

Ⅱ 資産､減価償却費及び資本的支出

324,294 87,451 8,305 420,050 233,753 653,804
857 776 22 1,655 － 1,655

1,003 4,211 0 5,215 － 5,215

当連結会計年度（自平成18年4月1日　至平成19年3月31日）      （単位 百万円）
その他の
  事業 全 社

Ⅰ 売上高及び営業損益  

売  上  高  

(1) 外部顧客に対する売上高 453,203 10,911 558 464,673 － 464,673
セグメント間の内部売上高
又は振替高

453,205 12,044 759 466,009 (1,336) 464,673
営 業 費 用 448,007 9,810 695 458,512 (1,260) 457,252
営 業 利 益 5,197 2,234 64 7,496 (76) 7,420

Ⅱ 資産､減価償却費及び資本的支出

344,848 87,902 7,601 440,352 232,431 672,784
773 809 24 1,607 － 1,607

3,738 2,586 2 6,327 (234) 6,093

（注）1.事業区分の方法及び各区分に属する主要な事業の内容
 (1)事業区分の方法

   日本標準産業分類及び連結損益計算書の売上集計区分を勘案して区分した。但し、不動産事
 業については、資産が全セグメントの1０％を超えているので、連結損益計算書の不動産事業等
 売上高より区分した。
(2)各区分に属する主要な事業の内容
建 設 事 業 ：建築・土木その他建設工事全般に関する事業
不動産事業 ：不動産の売買・賃貸その他不動産全般に関する事業
その他の事業 ：貸金業、リース業、人材派遣業及びホテル業

     ２.資産のうち、消去又は全社の項目に含めた全社資産の金額は、当連結会計年度235,387百万円、
　　　　前連結会計年度239,735百万円である。その主なものは、提出会社の余資運用資金(現金及び有
　　　　価証券)及び長期投資資金(投資有価証券)である。

資 産
減 価 償 却 費
資 本 的 支 出

資 本 的 支 出

計

(2)

不動産事業

(2)

建設事業

170 947

連   結

計 連   結

(1,327)

消去又は

1,327
計

－

資 産
減 価 償 却 費

209

(1,336) －

建設事業 不動産事業

1 1,133 201 1,336

計 消去又は
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２．所在地別セグメント情報
当連結会計年度（自平成18年4月1日　至平成19年3月31日）

全セグメントの売上高の合計及び全セグメントの資産の金額の合計額に占める「本邦」の割合
がいずれも90％を越えているため所在地別セグメント情報の記載を省略した。

前連結会計年度（自平成17年4月1日　至平成18年3月31日）
全セグメントの売上高の合計及び全セグメントの資産の金額の合計額に占める「本邦」の割合
がいずれも90％を越えているため所在地別セグメント情報の記載を省略した。

３．海外売上高
当連結会計年度（自平成18年4月1日　至平成19年3月31日）

海外売上高が連結売上高の10％未満のため海外売上高の記載を省略した。
前連結会計年度（自平成17年4月1日　至平成18年3月31日）

海外売上高が連結売上高の10％未満のため海外売上高の記載を省略した。

(注)１．潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、潜在株式が存在しないため記載していない。

    ２．１株当たり当期純利益の算定上の基礎は、以下のとおりである。（金額の単位は百万円）

当期純利益

普通株主に帰属しない金額

(うち利益処分による役員賞与）

普通株式に係る当期純利益

普通株式の期中平均株式数　（千株）

    ３．１株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりである。（金額の単位は百万円）

純資産の部の合計額

純資産の部から控除する金額

（うち少数株主持分）

普通株式に係る期末の純資産額

１ 株 当 た り 情 報

項 目
前連結会計年度

(自平成17年4月 1日
　至平成18年3月31日)

当連結会計年度
(自平成18年4月 1日
　至平成19年3月31日)

１株当たり純資産額 763円17銭 785円01銭 
１株当たり当期純利益 18円66銭 11円92銭 

項 目
前連結会計年度

(自平成17年4月 1日
　至平成18年3月31日)

当連結会計年度
(自平成18年4月 1日
　至平成19年3月31日)

5,972 3,809
9                       ―  
(9) (―) 

１株当たり純資産額の算定に用い
られた期末の普通株式の数(千株) ―  319,540                 

5,963 3,809
319,657 319,607

項 目
前連結会計年度

(自平成17年4月 1日
　至平成18年3月31日)

当連結会計年度
(自平成18年4月 1日
　至平成19年3月31日)

―  254,029
―  3,187
(―) 
―  250,841

(3,187)
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当社が借入金保証をしている株式会社六ツ門プラザ（福岡県久留米市）は、平成１９年５月
９日に福岡地方裁判所久留米支部に破産を申し立て、翌１０日に破産手続き開始決定を受けた。
尚、当社は株式会社六ツ門プラザの借入金のうち２０百万円に対して連帯保証しているほかに
同社の株式を６百万円保有している。

（開示の省略）
リース取引、関連当事者との取引、デリバティブ取引に関する注記事項については、決算短
信における開示の必要性が大きくないと考えられるため開示を省略する。

重要な後発事象
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個　別　財　務　諸　表

戸田建設㈱（1860）平成19年3月期決算短信

（１） 貸借対照表 （単位：百万円）
対前事業年度末
増　　減

金　　額 構成比 金　　額 構成比 増　減　額 増減率
％ ％ ％

( 625,930 ) 100 ( 642,935 ) 100 ( 17,004 ) 2.7

Ⅰ 流 動 資 産 367,992 58.8 369,470 57.5 1,477 0.4

57,445 43,198 △ 14,246

15,741 14,956 △ 784

83,733 89,101 5,368

99 69 △ 30

42,331 38,104 △ 4,227

150,594 162,940 12,346

16,979 18,405 1,426

3,646 3,222 △ 424

△ 2,581 △ 530 2,050

Ⅱ 固 定 資 産 257,938 41.2 273,465 42.5 15,526 6.0

（平成19年3月31日）
当事業年度末前事業年度末

（平成18年3月31日）

未 成 工 事 支 出 金

有 価 証 券

販 売 用 不 動 産

繰 延 税 金 資 産

（ 資 産 の 部 ）

現 金 預 金

受 取 手 形

完成工事未収入金

　科　　目

期　　　別　

そ の 他

貸 倒 引 当 金

70,472 11.3 72,555 11.3 2,083 3.0

55,055 56,836 1,781

15,417 15,718 301

603 0.1 1,170 0.2 567 94.0

186,863 29.9 199,739 31.1 12,876 6.9

178,967 192,221 13,254

13,447 10,603 △ 2,844

△ 5,551 △ 3,084 2,466

資    産    合    計 625,930 100 642,935 100 17,004 2.7

2

3 投資その他の資産

有 形 固 定 資 産

無 形 固 定 資 産

そ の 他

貸 倒 引 当 金

投 資 有 価 証 券

そ の 他

土 地

1
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（単位：百万円）
対前事業年度末
増　　減

 科      目 金　　額 構成比 金　　額 構成比 増　減　額 増減率
％ ％ ％

( 388,018 ) 62.0 ( 398,398 ) 62.0 ( 10,379 ) 2.7

Ⅰ 流 動 負 債 314,874 50.3 322,947 50.2 8,072 2.6

54,306 57,150 2,843
56,262 54,554 △ 1,708
41,582 38,835 △ 2,747
3,073 5,512 2,439

118,200 125,798 7,598
21,758 23,134 1,375
4,518 4,296 △ 222
638 978 339

1,733 1,897 164
12,799 10,789 △ 2,010

Ⅱ 固 定 負 債 73,144 11.7 75,450 11.7 2,306 3.2
6,842 5,430 △ 1,412
33,347 37,889 4,542
1,746 1,425 △ 321
27,517 26,818 △ 699
3,690 3,887 196

( 237,912 ) 38.0 － － － －
Ⅰ 23,001 3.7 － － － －

未 成 工 事 受 入 金

再評価に係る繰延税金負債

長 期 借 入 金

前事業年度末
（平成18年3月31日）

工 事 損 失 引 当 金

期　　　別　

完成工事補償引当金

預 り 金

繰 延 税 金 負 債

（ 負 債 の 部 ）

当事業年度末
（平成19年3月31日）

そ の 他

工 事 未 払 金
支 払 手 形

退 職 給 付 引 当 金

そ の 他

短 期 借 入 金

賞 与 引 当 金

未 払 法 人 税 等

（ 資 本 の 部 ）
資 本 金Ⅰ 23,001 3.7 － － － －

Ⅱ 25,573 4.1 － － － －
Ⅲ 121,132 19.4 － － － －
Ⅳ 2,544 0.4 － － － －
Ⅴ 65,974 10.5 － － － －
Ⅵ △ 313 △ 0.1 － － － －

625,930 100 － － － －
( － ) － ( 244,536 ) 38.0 ( － ) －

Ⅰ － － 171,257 26.6 － －
－ － 23,001 3.6 － －
－ － 25,573 4.0 － －
－ － 123,073 19.1 － －
－ － △ 390 △ 0.1 － －

Ⅱ － － 73,279 11.4 － －－ － －
－ － 71,204 11.1 － －
－ － △ 1 0.0 － －
－ － 2,076 0.3 － －

－ － 642,935 100 － －負 債 及 び 純 資 産 合 計

（ 純 資 産 の 部 ）

自 己 株 式

2 繰 延 ヘ ッ ジ 損 益
土 地 再 評 価 差 額 金3

株 主 資 本

1

1
2

評 価 ・ 換 算 差 額 等

3
4

資 本 剰 余 金
利 益 剰 余 金

その他有価証券評価差額金

資 本 金

自 己 株 式

負 債 及 び 資 本 合 計

資 本 金
資 本 剰 余 金
利 益 剰 余 金
土 地 再 評 価 差 額 金
その他有価証券評価差額金
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（２） 損益計算書     （単位：百万円）

Ⅰ売  上  高 463,526 100  438,543 100  △ 24,983 △ 5.4
完 成 工 事 高 ( 457,599 ) ( 100 ) ( 431,909 ) ( 100 ) ( △ 25,689 ) ( △ 5.6 )
不 動 産事業売上高 ( 5,927 ) ( 100  ) ( 6,633 ) ( 100  ) ( 706 ) ( 11.9 )

   
Ⅱ売  上  原  価 431,319 93.1 408,474 93.1 △ 22,845 △ 5.3
完 成 工 事 原 価 ( 427,164 ) ( 93.3 ) ( 404,027 ) ( 93.5 ) ( △ 23,136 ) ( △ 5.4 )
不動産事業売上原価 ( 4,155 ) ( 70.1 ) ( 4,446 ) ( 67.0 ) ( 291 ) ( 7.0 )

 
売上総利益 32,207 6.9 30,069 6.9 △ 2,138 △ 6.6
完 成 工 事 総 利 益 ( 30,434 ) ( 6.7 ) ( 27,881 ) ( 6.5 ) ( △ 2,552 ) ( △ 8.4 )
不 動 産事業総利益 ( 1,772 ) ( 29.9 ) ( 2,187 ) ( 33.0 ) ( 414 ) ( 23.4 )

 
Ⅲ販売費及び一般管理費 24,266 5.2 23,099 5.3 △ 1,166 △ 4.8
営 業 利 益 7,940 1.7 6,969 1.6 △ 971 △ 12.2

      
Ⅳ営 業 外 収 益 2,481 0.5 2,514 0.6 32 1.3
受 取 利 息 ( 440 ) ( 98 ) ( △ 342 )  
有 価 証 券 利 息 ( 5 ) ( 4 ) ( △ 1 )  
受 取 配 当 金 ( 1,277 ) ( 1,662 ) ( 384 )
そ の 他営業外収益 ( 757 ) ( 749 ) ( △ 8 )

Ⅴ営 業 外 費 用 1,001 0.2 981 0.2 △ 19 △ 2.0
支 払 利 息 ( 825 ) ( 830 ) ( 5 )
そ の 他営業外費用 ( 176 ) ( 151 ) ( △ 24 )
経 常 利 益 9,420 2.0 8,501 1.9 △ 919 △ 9.8

    
Ⅵ特　別　利　益 1,133 0.2 2,358 0.5 1,225
貸 倒 引当金戻入益 ( 13 )  ( 1,152 )  ( 1,139 )
固 定 資 産 売 却 益 ( 26 ) ( 171 ) ( 144 )
投資有価証券売却益 ( 1,048 ) ( 1,031 ) ( △ 16 )
そ の 他 特 別 利 益 ( 46 ) ( 3 ) ( △ 42 )

 
Ⅶ特　別　損　失 328 0.1 3,156 0.7 2,828 861.5
前 期 損 益 修 正 損 ( 100 ) ( 197 ) ( 97 )
投資有価証券評価損 ( 27 ) ( 52 ) ( 24 )
販売用不動産評価損 ( 19 ) ( ― ) ( △ 19 )
た な 卸資産評価損 ( ― ) ( 2,805 ) ( 2,805 )
ゴルフ会員権評価損 ( 131 ) ( 33 ) ( △ 97 )
そ の 他 特 別 損 失 ( 49 ) ( 67 ) ( 17 )
税 引 前当期純利益 10,226 7,704 △ 2,522 △ 24.7
法人税、住民税及び事業税 2,593 0.6 4,773 1.1 2,180 84.1
法 人 税 等 調 整 額 2,536 △ 794 △ 3,330 △ 131.3
当 期 純 利 益 5,096 3,725 △ 1,371 △ 26.9

 

百 分 比金 額 百 分 比 金 額

0.81.1

1.82.2

△ 0.20.5

108.1

科 目

当事業年度
(自平成18年4月 1日
　至平成19年3月31日)

前事業年度
(自平成17年4月 1日
　至平成18年3月31日)

対前事業年度増減

金 額 増 減 率
％％ ％
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（３） 株主資本等変動計算書

（平成18年4月1日～平成19年3月31日）

23,001 25,573 5,750 3,210 105,274 6,896 △313 169,393

圧縮記帳積立金の積立
(注） 72 △72 －
圧縮記帳積立金の取崩
(注） △33 33 －

圧縮記帳積立金の積立 472 △ 472 －

圧縮記帳積立金の取崩 △ 3 3 －

別途積立金の積立（注） 3,000 △3,000 －

剰余金の配当（注） △2,252 △2,252

当期純利益 3,725 3,725

自己株式の取得 △ 77 △ 77

土地再評価差額金取崩 467 467

－ － － 508 3,000 △ 1,567 △ 77 1,863

23,001 25,573 5,750 3,718 108,274 5,329 △ 390 171,257

利益準備金
その他利益剰余金

（単位：百万円）

合 計繰 越 利 益
資　本　金

資本準備金
剰 余 金

株　　主　　資　　本

自 己 株 式
株 主 資 本

繰延

事業年度中の変動額

利　益　剰　余　金

平成18年3月31日残高

事業年度中の変動額
合計

平成19年3月31日残高

資本剰余金

評価・換算

別途積立金
圧 縮 記 帳
積 立 金

土地再評価 純資産合計

評価・換算差額等
その他

株主資本以外の項目の事業
年度中の変動額(純額)

65,974 － 2,544 68,518

圧縮記帳積立金の積立
(注）
圧縮記帳積立金の取崩
(注）

圧縮記帳積立金の積立

圧縮記帳積立金の取崩

別途積立金の積立（注）

剰余金の配当（注）

当期純利益

自己株式の取得

土地再評価差額金取崩

5,230 △ 1 △ 467 4,761

5,230 △ 1 △ 467 4,761

71,204 △ 1 2,076 73,279

（注）平成18年6月の定時株主総会における利益処分項目である。

6,624

244,536

237,912

△2,252

3,725

△ 77

467

4,761

－

繰延
ヘッジ損益

評価・換算
差額等合計

平成18年3月31日残高

事業年度中の変動額
合計

事業年度中の変動額

－

－

－

土地再評価
差額金

純資産合計

－

平成19年3月31日残高

有価証券
評価差額金

株主資本以外の項目の事業
年度中の変動額(純額)
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（単位：百万円）

○受　注　高

○売　上　高

100.0  △ 24,983 △ 5.4 
1.5  706 11.9 不 動 産 事 業 5,927 1.3  6,633 

合 計 463,526 100.0  438,543 

△ 25,689 △ 5.6 457,599 98.7  431,909 98.5  
518 36.2 1,433 0.3  1,951 0.4  

△ 57,531 △ 14.8 
14.4  97,971 22.3  

389,518 84.0  331,986 75.7  
66,647 

― ― ― ―

47.0 
8,741 93,072 20.1  101,813 
31,323 

25,120 

23.2  
― ―

9.4 

△ 16,379 △ 36.1 29,025 6.6  45,404 

364,526 78.6  
16.6  

36.2 
△ 9.4 
52.7 

△ 34,430 

302,961 69.1  
1,951 0.4  

△ 41,152 

72,788 
9.8  

18,978 4.1  

1,433 0.3  518 

47,668 
330,096 75.3  

10.3  

25,182 5.7  6,203 32.7 
344,114 74.2  △ 12.0 

増減額 増減率金額 構成比 金額 構成比
（％） （％） （％）

前事業年度 当事業年度 対前期増減（17.4.1～18.3.31） （18.4.1～19.3.31）

△ 42,941 △ 9.4 414,337 100.0  100.0  

35.6 

1,480 87.7 

706 11.9 
△ 43,647 △ 9.7 

14,425 13.4 
△ 59,553 △ 17.4 

△ 16,672 △ 16.9 
― ―

△ 2,497 △ 4.2 
△ 14,175 △ 36.4 

△ 45,378 △ 15.0 

△ 26,974 △ 7.7 
1,480 87.7 

増減額 増減率

対前期増減

6,633 1.6  

282,795 68.3  
121,739 

（％）

16,923 

3,168 0.8  
407,703 98.4  

13.8  

29.4  

24,779 6.0  

82,116 19.8  
― ―

（％）

64,402 15.5  

325,586 78.6  

62.3  258,015 
3,168 

当事業年度
（18.4.1～19.3.31）
金額 構成比

合
 
 
 
計

（％）

前事業年度
（17.4.1～18.3.31）
金額

342,348 74.9  
23.5  

―

土
 
 
 
木

国 内 民 間

海 外

計

建
 
 
 
築

国内官公庁

海 外

98.7  
1,688 0.4  

457,278 

構成比

5,927 1.3  

77.1  
59,834 13.1  
352,560 

47,478 10.4  
303,393 66.3  

0.4  

計

不 動 産 事 業

合 計

土
 
 
 
木

国内官公庁

建
 
 
 
築

建
 
 
　
設
　
 
 
事
 
 
　
業

合
 
 
 
計

0.8  

451,350 

21.6  
―

107,313 

1,688 

98,789 

57,337 
38,955 8.5  

国内官公庁

国 内 民 間

海 外

計

国内官公庁

国 内 民 間

海 外

計

国 内 民 間

海 外

区 分

区 分

国 内 民 間

海 外

国内官公庁

国 内 民 間

建
 
 
　
設
　
 
 
事
 
 
　
業

計

計

国内官公庁
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戸田建設㈱（1860）平成19年3月期決算短信

（単位：百万円）

○次期繰越高

国 内 民 間

国 内 民 間

海 外

△ 1.0 
2,825 0.4  1,217 75.7 

建
 
 
　
設
　
 
 
事
 
 
　
業

建
 
 
 
築

国内官公庁 75,138 

土
 
 
 
木

合
 
 
 
計

1,608 

計 442,824 

85,011 

△ 24,206 △ 3.6 

対前期増減

金額 構成比
（％） （％）

（18.3.31現在）

― ―

（19.3.31現在）
増減額 増減率金額

―

区 分

前事業年度 当事業年度

―

国内官公庁

66.5  438,315 

構成比

合 計 665,550 

665,550 100.0  
不 動 産 事 業 ― ―

1,217 75.7 
△ 24,206 △ 3.6 

0.2  2,825 0.4  
451,089 67.8  398,917 62.2  

100.0  

641,344 100.0  

641,344 100.0  

239,601 37.4  26,748 12.6 

△ 8.5 

△ 52,171 △ 11.6 

△ 9.1 

203,028 31.7  
― ―― ―

△ 19,696 

125,242 

△ 8.8 

68.3  

△ 7,225 

△ 4,509 

77,786 12.1  
△ 12,471 20.7  

△ 44,946 △ 12.3 
114,358 17.8  39,219 52.2 
321,131 50.1  

19.5  

海 外

（％）

12.8  

212,853 32.0  
222,725 33.5  
― ―

137,714 

計

計

国内官公庁

国 内 民 間

海 外

11.3  

1,608 0.2  
366,077 55.0  
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戸田建設㈱（1860）平成19年3月期決算短信

主な受注工事
発注者（敬称略） 工  事  名

・東京都 がん・感染症医療センター整備運営事業

・日本特殊陶業(株） 小牧工場第１４工場新築工事

・キヤノンファインテック(株） 新本社開発棟新築工事

・(株)金沢村田製作所 新棟建設建築工事

・(学)芝浦工業大学 芝浦校舎跡地整備（新大学棟）新築工事

・仙台市 仙台市高速鉄道東西線連坊工区土木工事

・国土交通省 八ツ場ダム工事用トンネル工事

主な完成工事
発注者（敬称略） 工  事  名

・大日本印刷(株） ＤＮＰ五反田ビル新築工事

・白河・三好地区 白河・三好地区第１種市街地再開発事業
　　　市街地再開発組合 　　　　　　　　　　　　　　施設建築物新築工事

・三菱ＵＦＪ信託銀行㈱ 日本橋Ｍ計画新築工事

・(福)北海道社会事業協会 函館病院移転新築工事

・国土交通省 第二京阪（大阪北道路）打上地区改良工事

・横浜市 高速鉄道４号線川和車輌基地工区土木工事

主な繰越工事
発注者（敬称略） 工  事  名

・森トラスト（株） 丸の内トラストタワー本館新築建築工事他

・有楽町駅前第１地区 有楽町駅前第１地区第一種市街地再開発事業
　　　　　市街地再開発組合 　　　　　　　　　　　　　施設建築物新築工事

・(学)早稲田大学 早稲田大学西早稲田キャンパスＣ棟新築工事

・栃木県 栃木県庁行政棟（１）新築工事

・(株)横浜金沢シンシア Ｒ・Ｃセンター新築工事

・東日本高速道路(株) 北関東自動車道岩瀬トンネル東工事

・中日本高速道路(株) 第二東名高速道路静岡第五トンネル工事
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役   員   の   異   動

戸田建設㈱（1860）平成19年3月期決算短信

（平成１９年６月２８日付予定）

退任予定監査役  

監　査　役(常勤) 清 浦 泰 明 （ 常勤顧問に就任予定 ）

※　その他の役員の異動につきましては、平成１９年３月２９日公表の通りであります。
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